
意見の概要と市の考え方・対応方針

「米子市手話言語条例に基づく施策推進方針」（素案）に対する意見公募手続の結果

意見の概要 市の考え方・対応方針

1

手話言語に対する理解の促進及び手話言
語の普及を図るためには、社会教育及び
学校教育の場面での位置付けを該当する
個々の計画等の中で明確に位置付ける必
要がある。

各計画等における手話言語に対する理
解及び手話言語の普及を図るための施
策の位置付けにつきましては、それぞ
れの計画において検討されることとな
ります。

1 1
広報よなごにおいて「手話言語のペー
ジ」を入れる。２年に１回ずつ特集を組
む。

広報紙のほか、様々な手段を活用して
手話言語に関する理解を広めます。

1 1

広報誌、ホームページは既存の広報媒体
であり、継続的で効果的だと考える。単
発ではなく継続的体系的な内容となるよ
うにすることが重要。そのためには行政
内部の担当部署だけでなく、外部当事者
団体及び関係団体を含めた組織を作っ
て、そのコンテンツを検討しつつ効果的
な広報活動へと結びつける。

これまでも手話言語条例関連の広報に
つきましては、当事者及び支援者の
方々のご意見を伺いながら作成してい
るところです。ご意見につきまして
は、手話言語に関する広報を行う際の
参考とさせていただきます。

1 1

「各種イベントの開催」とあるが、すで
に聞こえない・聞こえにくい人の理解啓
発・支援、ろう者・手話言語の理解啓
発・支援を目的としたイベントは目白押
しの状態だと考える。米子市が新たなイ
ベントを企画することの意味は少ない。
既存イベントに対して企画時点から参画
するような形で関わることがより効果的
ではないかと考える。また、公民館等既
存社会資源の行事において施策方針の目
的とする講演等々をすることを努力義務
とする。

市の主催に限らず、他の団体が主催す
るイベントにつきましても、後援、共
催等様々な形態で協力をさせていただ
きながら、手話言語に関する理解の促
進を図ります。
公民館行事につきましても、手話言語
関連の講演、講座等が開催されるよう
働きかけていきたいと考えておりま
す。

1 2
手話の表記について、手話言語の表記に
してほしい。

推進方針中の表記を「手話言語」に統
一します。

1 2

「ミニ手話講座」とあるが、県主催のも
のとは別に、市が独自に同様のものを主
催するのか分からない。県主催の取組に
ついては方針として挙げるべきではない
し、市が肩代わりするというのであれば
方針とするものではない。独自のものを
意図しているのであれば、県主催のもの
と違いを明確にする必要がある。

ミニ手話講座は、県の主催により実施
されるものですが、少しでも多くの市
民の方に参加いただき、手話言語に対
する理解及び手話言語の普及を図るた
め、市においても周知を行いたいと考
えております。

1 2

「手話サークルの周知」とあるが、既存
の手話サークルについては、県ホーム
ページで紹介されている。施策方針に掲
げてあるということは、現在の周知方法
が不十分あるいは何らかの問題があると
捉えていると考える。何が問題でどう解
決するのか方針に表現するべき。

より多くの市民の方に、手話サークル
に興味をもっていただき、その活動に
参加していただけるよう、市において
も周知を行いたいと考えております。

1 2

「手話に触れる機会を拡大」するのであ
れば、市民の日常生活圏域の生涯学習の
拠点として位置付けられている公民館の
学習講座の必須テーマとして位置付け
る。「手話言語」を理解・普及するため
には、外国語講座が開かれているのと同
様に「手話言語」の講座を必須テーマと
して位置付けることが必要と考える。

公民館において手話言語関連の講座等
が開催されるよう働きかけていきたい
と考えております。

項目番号
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意見の概要と市の考え方・対応方針

「米子市手話言語条例に基づく施策推進方針」（素案）に対する意見公募手続の結果

意見の概要 市の考え方・対応方針項目番号

1 3

耳が聞こえる人も聞こえない人も、若い
人、子ども・老人いろいろな人たちが自
由に使える場所があって安心して交流で
きる場所が確保できれば住みやすく誰に
もやさしい街になると思う。

ろう者と市民が交流できる拠点の設置
を促進することにより、障がいの有無
にかかわらず交流できる場所の確保を
図ります。

1 3

広報よなごで手話サークルの紹介があ
り、私が参加しているサークルにもやっ
てみたいという方が５人来られたが、入
られたのは１人であった。米子市のほと
んどの手話サークルは、日常会話程度な
ら十分できる方ばかりで、手話をやって
みたいという方が一緒に学習するのは無
理だと思う。いろいろな人がいつでも自
由にろうの人と会って手話で話をして過
ごす。生の手話で少しずつ馴染んでい
く。そんな場所があるといいなと思う。

ろう者と市民が交流できる拠点の設置
を促進し、ろう者との交流の場を設け
ることにより、手話で交流することが
できる機会を確保します。

1 3

「ろう者と市民が交流できる拠点の設置
を促進」とあるが、新しく設置するなら
新たに設置するでよい。拠点で交流活動
を行うのであれば、効果が少ない。地域
住民に広くろう者との交流を深めること
を通じて手話言語の理解・啓発・習得に
結び付けようとするのであれば、社会教
育施設である公民館において、書籍、学
習講座の充実、手話言語に精通する人材
の育成等々環境を整えて交流することが
何よりも重要である。

ろう者と市民が交流できる拠点は、市
が設置するものに限らず、市以外の団
体が設置するするものも想定している
ことから、その設置の促進を図ること
としております。

1 4

「総合学習及び道徳教育を通じて」とあ
るが、「道徳教育」にろう者が置かれて
いた差別の実態を学ぶことは意味あるこ
とだが、一つの言語として「手話言語」
を学ぶ場合には適切でないと考える。
「手話言語」を教科学習として学ぶこと
が一番適切であるが、少なくとも総合学
習の中に位置付けて理解・習得するよう
方向づけるべきである。

ご意見につきましては、小中学校にお
いて手話言語及びろう者に対する理解
の促進のための取組を行う際の参考と
させていただきます。

1 5

「手話クラブ等」の「等」とはどういう
ことか。教科学習以外の集まりで「クラ
ブ」と称していないものがあるので「手
話クラブ等」としているのであれば、市
がそのような集まりに対して捉えてる呼
称をつかうべきと考える。

「手話クラブ等」につきましては、ク
ラブ活動のほか、委員会活動、学校行
事等を想定しております。

1 5

県教育委員会の取組として「手話普及支
援員」と「手話普及コーディネーター」
による手話学習支援の事業があるが、そ
れとの関係はどうなのか。より具体的な
施策方針を明示する必要がある。

手話普及支援員を学校に招いて、手話
クラブ等の活動に対して指導をいただ
くことを想定しております。

1

2

2 3
手話の表記について、手話言語の表記に
してほしい。

推進方針中の表記を「手話言語」に統
一します。

想定している場所は市役所であると受け
取る文章になっている。公民館等公共の
施設でも必要な情報を得る場合がある。
場所も公共施設という表現、また職員も
公共施設に勤務する職員など適切な表現
とする。

市役所以外の市有施設におきまして
も、筆談マークを設置し、筆談による
対応を行っておりますので、「市役所
窓口その他市有施設」に修正します。
なお、方針に定める研修は、市の職員
を対象としております。

2
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意見の概要 市の考え方・対応方針項目番号

2 3

「発信に努めます」とあるが、「発信す
る」と言い切る。また、動画チャンネル
での手話番組の内容については、当事者
団体等で構成する委員会を組織して効果
的なコンテンツ作成などを検討しながら
実施する方法とする。

「発信に努めます」を「発信します」
に修正します。

2 4

「報道機関」はどこを想定しているの
か、具体的にする。「働きかけます」と
あるが、市の積極的な姿勢と具体的な取
組が分かる内容とする。

市内にあるケーブルテレビ局をはじ
め、報道機関に対し、手話通訳付きの
番組の拡大を働きかけたいと考えてお
ります。

3

手話通訳者の配置の拡充について、個別
の方針に関する記述がない。どこの配置
をどの程度拡充するのかを明示する。

手話通訳の配置については、⑵手話通
訳者等の派遣事業に係る報酬について
適切に評価すること及び⑶手話奉仕員
養成研修事業の実施による人材育成を
通じて拡充を図りたいと考えておりま
す。

3 3

手話奉仕員養成講座研修事業を実施する
だけでは意思疎通支援を担う人材の確
保、育成は図れない。県事業の手話通訳
者養成研修事業を踏まえて人材育成する
仕組みとなっていると考える。県事業と
の関係をどの様に捉えているのかを明示
するべき。また、現在の問題がこれらの
事業を実施しても人材の確保が図れてい
ないことであるので、現在の研修体系と
は別に市独自の手話通訳者の養成を図る
仕組みを検討するべきだと考える。

手話奉仕員養成講座研修事業におい
て、修了者及び手話奉仕員登録者が少
ない現状があります。研修内容の見直
しなどを含めて関係機関と協議し、ろ
う者の意思疎通支援を担う人材を確保
し、手話通訳者等の登録者数を増加さ
せるための取組を進めてまいります。

3 4

「手話通訳者」とあるが、「手話通訳者
等」とすべき。「県の検診事業の周知を
図り、解消に努めます」とあるが、周知
を徹底するのは市ではなく県の責務であ
るので、ここに挙げる必要はない。市の
設置通訳者に対しては健康問題に責務が
あるので、そのように限定して記述す
る。

表記を「手話通訳者等」に修正しま
す。

4

きこえない子どもが誕生した際、医療側
からの人工内耳の情報提供だけでなく、
子どもが将来に向けてアイデンティティ
が持てるような情報提供、支援体制が必
要だと思う。
また、きこえない親についても子育てに
関する情報が届きにくく、聞こえる親と
比較しても困難さは顕著で、その子ども
の発育にも影響する。
きこえない子どもと親、きこえない親と
子が一緒に集える場、支援体制があれ
ば、より良い相乗効果が期待できると思
う。その活動には、専門的な関わりとき
こえない当事者団体の関与が必須であ
る。

人工内耳だけではなく、手話言語の選
択についても情報提供することが必要
と考えております。ご意見につきまし
ては、ろう児及びその家族への継続し
た相談支援及び情報提供の方法につい
て検討する際の参考とさせていただき
ます。

4 3

要再検になった家庭への情報提供のため
のパンフレット作成、医療・福祉・教
育・当事者の協議の場の設置、鳥取県西
部聴覚障がい者センターの連携

家庭への情報提供は重要なことと考え
ており、要再検判定となった家庭への
情報提供の方法、専門機関との連携の
在り方について検討することにしてお
ります。
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意見の概要と市の考え方・対応方針

「米子市手話言語条例に基づく施策推進方針」（素案）に対する意見公募手続の結果

意見の概要 市の考え方・対応方針項目番号

5 3

仲間づくりとは同じきこえない・きこえ
にくい子どもが一堂に会する場の設置に
よって成り立つものである。米子市とし
て、きこえない・きこえにくい子どもが
一堂に会しての取組を是非とも推進して
ほしい。県レベルでは聾学校が１年に１
回実施しているが、市レベルでも取り組
めるのではと考える。

学校現場でも様々な機会をとらえて啓
発・仲間づくりをすすめているところ
です。ご意見につきましては、今後の
施策の検討の際に参考とさせていただ
きます。

5 5
手話の表記について、手話言語の表記に
してほしい。

推進方針中の表記を「手話言語」に統
一します。

6 1

高齢の聴覚障がい者は、自分の老後に対
して大きな不安を持っている。周りの人
たちと意思の疎通ができるかどうかそこ
を心配している。家族と一緒にいても自
分だけ聞こえないなら、孤独感は大きい
です。

6 1
気軽に行けて。話したり相談したり楽し
んだり、そんな居場所作りが必要だと思
う。

6 2

「行われるよう働きかけます」とある
が、介護保険事業の保険者の立場で、事
業者への指導を適切に行うくらいの表現
にする。さらに、単にろう者の特性に応
じただけではなく、手話言語を使うろう
者への支援は手話言語でするように指導
すること。

ろう者の特性に応じた適切な支援につ
いては、事業所への実地指導の場を通
じて働きかけます。手話言語による支
援については現在の制度では義務では
ありませんが、米子市手話言語条例に
基づく事業者の役割の一つとして事業
所に周知を図りたいと考えておりま
す。

7

防災無線での情報を、聞こえない人に対
してどのような方法で、タイムラグな
く、正確に届けるかを実現するように研
究し、実現します、と追加する。

７の⑴及び⑵に掲げる施策として検討
したいと考えております。

7 1

文字情報についての施策方針だけであ
る。ここでは、手話言語での情報発信が
必要。米子市動画チャンネルでの手話に
よる情報発信あるいは地元テレビ放送で
の手話言語による放送などに取り組むと
する。

災害時には様々な手段で情報発信する
ことが必要と考えます。ご意見につき
ましては、災害時におけるろう者に対
する情報の提供について検討する際の
参考とさせていただきます。

7 2
「手段について検討します」とあるが、
検討では無意味。結果がどうであれ取り
組みますと言い切ることが大事。

今後、情報提供の具体的な手段も含め
て検討することとしております。

7 3

支え愛マップは非常に重要であるが、校
区によってバラつきがある。基本的に公
民館が拠点となることが多いと思う。情
報格差を解消するために、市内の公民館
などの避難所にアイドラゴン４の設置が
必要である。緊急時は災害の情報が入る
ようになるし、日常のときは、手話言語
を学ぶこともできる機器となる。

避難所における情報保障は重要なこと
と考えております。ご意見につきまし
ては、今後の施策の検討の際に参考と
させていただきます。

7 5

きこえない人が災害時に困る情報不足に
ついては、視覚的な情報開示を各避難所
で工夫していただくことはもちろんであ
るが、二次避難所として手話通訳等が常
駐している聴覚に特化した福祉避難所の
設置が望ましい。その場合、視覚的な機
器が備えてあるひまわり分校が最適と思
う。

ご意見につきましては、福祉避難所の
整備について検討する際の参考とさせ
ていただきます。

ろう者と市民が交流できる拠点の設置
を促進するとともに、「高齢聴覚障が
い者等日中活動支援事業」の実施によ
り、高齢のろう者の日中活動の場を設
け、社会参加の促進を図ります。
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意見の概要と市の考え方・対応方針
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意見の概要 市の考え方・対応方針項目番号

7 6
「周知に努めます」とあるが、努めます
ではなく、周知しますとする。

「周知に努めます」を「周知を行いま
す」に修正します。

米子市手話言語条例第５条によると「米
子市障がい者計画」において方針に基づ
いた施策の取組について定めることと
なっている。方針に基づく施策が当該計
画のどれに該当するのか、あるいはその
有無を明示する必要がある。
これにより、既存計画の焼き直しに過ぎ
ないのか、より拡充させたものなのか、
あるいは新規取組なのかが明確に分か
る。

新たな米子市障がい者支援プラン（障
がい者計画）を策定する際には、米子
市手話言語条例を踏まえて見直しを行
うこととなります。
その見直しをもって、推進方針におけ
る障がい者計画についての記載を検討
したいと考えております。

各施策方針は、「米子市障がい者計画」
以外にも、各種取組計画、方針等で実施
済み、継続中のものと、新規取組が混在
している。素案ではその状況が明示され
ていないために、どの様に解決されるの
か容易に分からない。取組方針全てに対
して、「実施中」、「見直し等」、「新
規」と明示する。

各施策の区分（実施中、見直し、新規
等）につきましては、推進方針の実施
状況について検証を行う際に整理した
いと考えております。

各事業について、どの様な法令、施策計
画等に基づいているのか、あるいはこれ
らと関連して実施（予定）なのか明示す
る。

推進方針の各事項について、全ての根
拠法令等を記載することは困難です
が、推進方針の実施状況について検証
を行う際には法令等の関連を整理しな
がら進めたいと考えております。

全日本ろうあ連盟が結論付けている「手
話言語に関する権利」の項目によって整
理する。それによって、各項目に対する
問題、課題を明確化し、それらの改善に
対する施策として施策方針を検討する必
要がある。

推進方針は、米子市手話言語条例に基
づき策定するもので、同条例に定める
施策の項目に対応して定める必要があ
ると考えます。
「手話言語の５つの権利」につきまし
ては、手話言語に関する施策の基礎と
なるべきものですので、この５つの権
利を踏まえて、施策を実施してまいり
ます。

県条例に基づく施策がどれに該当するの
かを対応させて施策方針との関係を明確
化することで、県の施策とすべきものか
市条例に基づく施策とすべきものかが明
確化できると考える。
それによって、施策の具体化が十分か、
拡充・補完が適切か、県条例に基づく施
策への反映を働きかけるべきか等を明示
するべき。

推進方針は、米子市手話言語条例に基
づき策定するもので、同条例に基づき
市が実施すべき施策の方針を定めてい
ます。
県が行うべき手話言語に関する施策へ
の反映につきましては、推進方針の見
直しを行う際に検討し、必要に応じて
県に働きかけてまいります。
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